
科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 3年 前期 

科目名 小児看護学 

選択/必修 必修 単位数（時間数） 2単位 60時間 授業形態 演習 

担当教員 吉川 由希子 ・ 後藤千佐子 

メールアドレス 教務学生課を窓口とする。 オフィスアワー 授業の前後 

 

授業目的 

小児の健康障害の特徴や代表的な疾患について、また、それらに伴う

状況での援助方法について基本的な知識を学習する。さらに、小児看護

を実践するうえで必要な基本的看護技術を理解し、技術を学生が主体的

に習得する場を提供し、看護実践力の向上を図る。 

授業概要 

健康障害を持つ小児とその家族のおかれている様々な状況の特徴と

援助方法の基礎を学ぶ。小児特有の疾患の特徴と看護の基本を学び、事

例による看護過程の展開を通して対象に応じた看護の在り方を学ぶ。ま

た、小児と家族に必要な援助関係を形成する技術や看護技術の基本を学

び、モデル人形を用いた演習で実践的に技術を習得する。 

授業計画 

第 1 回 健康障害をもつ子ども・家族への看護 

健康障害や入院が子どもと家族に及ぼす影響と看護（吉川） 

第 2 回 健康障害をもつ子ども・家族への看護 

急性期・慢性期にある子どもと家族への看護（吉川） 

第 3 回 健康障害をもつ子ども・家族への看護 

終末期にある子どもと家族への看護（吉川） 

第 4 回 健康障害をもつ子ども・家族への看護 

手術を受ける子どもと家族への看護（吉川 

第 5 回 健康障害をもつ子ども・家族への看護 

外来における子どもと家族への看護（吉川） 

第 6 回 健康障害をもつ子ども・家族への看護 

在宅における子どもと家族への看護 

災害を受けた子どもと家族への看護（吉川） 

第 7 回 看護過程① 事例紹介（後藤） 

第 8 回 急性期の子どもと家族への看護 

~症状のアセスメントと看護（後藤） 

第 9 回 検査や処置を受ける子どもと家族への看護（後藤） 

第 10 回 症状・生体機能への管理技術 バイタルサイン 

看護過程②（後藤） 

第 11 回 周産期の子どもと家族への看護（吉川） 

第 12 回 新生児疾患の子どもと家族への看護（吉川） 



第 13 回 腎・泌尿器疾患の子どもと家族への看護（吉川） 

第 14 回 消化器疾患の子どもと家族への看護（吉川） 

第 15 回 演習：調乳とおむつ交換（吉川） 

第 16 回 演習：輸液管理（後藤） 

第 17 回 感染症の子どもと家族への看護（後藤） 

第 18 回 呼吸器疾患の子どもと家族への看護（後藤） 

第 19 回 遺伝性疾患・染色体異常の子どもと家族への看護（後藤） 

第 20 回 代謝・内分泌疾患の子どもと家族への看護（後藤） 

第 21 回 神経・筋・精神疾患の子どもと家族への看護（後藤） 

第 22 回 重症心身障害児と家族の看護（後藤） 

第 23 回 症状・生体機能への管理技術（後藤） 

第 24 回 与薬の技術  

看護過程③（後藤） 

第 25 回 循環器疾患の子どもと家族への看護（吉川） 

第 26 回 外科疾患の子どもと家族への看護（吉川） 

第 27 回 演習：発達評価（吉川） 

第 28 回 演習：経管栄養・吸入（後藤） 

第 29 回 血液・腫瘍疾患の子どもと家族への看護（後藤） 

第 30 回 看護過程④ まとめ（後藤） 

教材 

参考文献等 

教科書 

・中野綾美ら編集：ナーシング・グラフィカ 小児看護学①小児の発達

と看護 メディカ出版 2021 

・中野綾美ら編集：ナーシング・グラフィカ 小児看護学②小児看護技

術 メディカ出版 2021 

・中野綾美ら編集：ナーシング・グラフィカ 小児看護学③小児の疾患

と看護 メディカ出版 2021 

参考書 

・森川昭廣ら編集、標準小児科学 第 8版 医学書院 2015 

・岡田正監修、標準小児外科学 第 7版 医学書院 2017 

成績評価 

基準・方法 
①演習課題 10％  ②事例課題 10％  ③定期試験 80％ 

履修要件 特になし 

留意事項 

その他 

本科目を修得していないと小児看護学実習は履修できません。 

事前に配布する資料、教科書に目を通し、予備知識を持って受講してくださ

い。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての小児科病棟および児童養護施設での経験を活かして、

小児特有の疾患の特徴と子どもと家族への看護の在り方について講

義を行う。 

 


